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災害時におけるLPガス等供給協力に関する協定を締結

七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定結果
　平成29年11月６日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結果、
以下のとおりとなりました。
　平成25年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSvを超えないよ
うに管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。
　※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。

仮置き場の空間線量の推移 ○地下水の測定結果

●お問い合わせ
　総務課　☎３７－２１１１（担当：東根）

単位 :Bq/kg 　
調査項目 測定値

放射性ヨウ素
（Ｉ－ 131） 不検出

放射性セシウム
（Cs － 134） 不検出

放射性セシウム
（Cs － 137） 不検出

測定開始時から不検出となっています。

※雪が消えたことにより、放射線量が高くなっています。
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七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定について 
 
 柏木山放牧場に隣接する仮置き場の測定結果をお知らせします。 
 平成２９年１１月６日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定し

た結果、以下のとおりとなりました。 
 平成２５年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSv を超えな
いように管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。 
※ 仮置き場内の４点を定点とし測定しています。 
 
 

仮置き場の空間線量の推移

 
※ 雪が消えたことにより、放射線量が高くなっています。 

 
○地下水の測定結果 

 単位:Bq/kg 
調査項目 測定値 

放射性ヨウ素(I－131) 不検出 
放射性セシウム(Cs－134) 不検出 
放射性セシウム(Cs－137) 不検出 

   
測定開始時から不検出となっています。 

 
お問合せ先 総務課 ３７－２１１１  
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　平成23年３月11日に発生した東日本
大震災の経験から、災害時にＬＰガスが
危機に強いエネルギーとして再認識され
ました。昨年４月に国が作成した「エネ
ルギー基本計画」において「ＬＰガスは災
害時にはエネルギー供給の『最後の砦』」
と位置づけられたことから、七ヶ宿町と
仙南第一ＬＰガス協議会、（社）宮城県Ｌ
Ｐガス協会は、災害時におけるＬＰガス
等供給協力に関する協定を締結いたしま
した。

住みたい住宅応援事業
　・住宅新築、二世帯住宅へのリフォーム　（上限300万円）
　・空き家のリフォーム　（上限100万）
　・空き家の解体　（上限50万）
　・空き家の生活用品処分　（上限15万）

街なみ景観整備事業
　・高気密高断熱のための住宅工事　（上限100万円）
　・太陽光・蓄電池、エコキュート設置等　（上限100万円）
　・かやぶき屋根の改修　（上限100万円）
　・バリアフリー改修等　（上限100万円）

●お問い合わせ　　農林建設課　☎３７－２１１５（担当：新海・梅津）

住宅関係助成事業

住宅の助成事業を活用してみませんか！
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被害調査アンケート結果
　野生鳥獣による農作物被害調査アンケートにご協力いただきありがとうございました。
　今回の調査結果と皆さんからいただいた貴重なご意見については、今後の対策に活用させ
ていただきます。
　町では、被害削減を目的に様々な有害鳥獣対策の補助を行っています。被害対策の相談は
農林建設課までお問い合わせください。

鳥獣別被害割合（面積 a）

サルによる農作物被害割合（面積 a）　 イノシシによる農作物被害割合（面積 a）

〈〈〈 有害鳥獣対策は一人ひとりの被害対策が大切です 〉〉〉
●お問い合わせ　　農林建設課　☎３７－２１１３（担当：小室）

農作物被害アンケート結果
◆農 作 物 被 害 額
　計 3,408 千円（昨年度　計 5,680 千円）
◆農作物被害面積
　計　331 ａ　（昨年度　計　956 ａ　）
◆被　害　作　物
　そば、水稲、りんご、なたね、その他野菜類

農作物農作物
　町民のみなさんの住みたいを応援事業として、住宅の新築や増改築、空き家の有効活用を目
的として、住宅に係る助成事業を行っています。この機会に活用を考えてみませんか。
　現在、平成30年度助成事業の活用希望調査を行っています。予定の方も含め、申請をお考
えの方は、平成29年12月22日（金）までに農林建設課へ電話などでご連絡ください。


